


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ⅩⅣ．日 本 医 科 大 学 医 学 会
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1．活動状況等
　令和６年度は、令和 6 年 3 月に実施した医学会理事選挙の結果、下記の役員および編集委員会委員

により医学会を運営した。

≪令和 6 年度・7 年度日本医科大学医学会役員≫

　会　　長	 弦間 昭彦

　副 会 長	 桑名 正隆

	 近藤 幸尋

　理　　事

　　庶務担当	 淺井 邦也・山口 博樹・大橋 隆治

　　学術担当	 小川 令・清家 正博・荒川 亮介・岩部 真人

　　会計担当	 石井 庸介

　　編集担当	 吉田 寛・横堀 將司

　監　　事	 福原 茂朋・中村 成夫

　会務幹事

　　庶務担当	 岩﨑 雄樹・石野 孔祐

　　学術担当	 土肥 輝之・坂井 敦

　　会計担当	 佐々木 孝

　　編集担当	 松田 明久・中江 竜太

　施設幹事

　　基礎医学	 堂本 裕加子・寺﨑 美佳

　　武蔵境校舎	 吉川 栄省・藤﨑 弘士

　　付属病院	 永山 寛・松延 毅

　　武蔵小杉病院	 齋藤 好信・田原 重志

　　多摩永山病院	 廣瀬 敬・肥田 道彦

　　千葉北総病院	 藤井 正大・松本 智司

　　先端医学研究所	 髙野 晴子・松井 貴英

≪令和 6 年度・7 年度 JNMS ／日医大医会誌編集委員会委員≫

　編集主幹	 吉田 寛

　編集副主幹	 横堀 將司

　編集担当会務幹事	 松田 明久・中江 竜太

　編集委員	 厚川 正則・五十嵐 勉・伊勢 雄也・岩切 勝彦・岩部 真人・大塚 俊昭・

日 本 医 科 大 学 医 学 会
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　　　　　　　　　　　小川 令・モハマッド ガジザデ・加藤 大輔・金 景成・小谷英太郎・　　　　

　　　　　　　　　　　軸薗 智雄・鈴木 俊治・鈴木 康友・髙木 元・瀧澤 俊広・友利 裕二・　　　

　　　　　　　　　　　豊島 将文・中澤 秀夫・濱田 知宏・ルビー パワンカール・福原 茂朋・　　　

　　　　　　　　　　　藤倉 輝道・二神 生爾・松谷 毅・三宅 弘一・ティモシー ミントン・

　　　　　　　　　　　山田真吏奈

（１）医学会の活動状況

　　１）�医学会理事会		

令和 6 年 4 月 4 日（木） 15：00から（臨時）

　　　　令和 6 年 7 月 19 日（金） 15：45 から（定例）

　　　　令和 7 年 1 月 7 日（火）～令和 7 年 1 月 15 日（水） 持ち回り審議

　　２）�医学会役員会		

令和 6 年 4 月 26 日（金） 16：00 から	 	

令和 6 年 7 月 19 日（金） 16：00 から	 	

令和 6 年 10 月 18 日（金）16：00 から	 	

令和 7 年 1 月 24 日（金） 16：00 から

　　３）�JNMS ／日医大医会誌編集委員会	 	

令和 6 年 7 月 25 日（木）15：00から　Web 会議	 	

令和 6 年 11 月 28 日（木）15：00から　Web 会議		

令和 7 年 3 月 27 日（木）15：00から　Web 会議

　　４）第 92 回日本医科大学医学会総会・学術集会プログラム編成会

　　　　令和 6 年 7 月 26 日（金） 16：00 から

　　５）令和 6 年度日本医科大学医学会優秀論文賞選考委員会

　　　　令和 6 年 11 月 28 日（木） 15：30 から Web 会議

　　６）学会・学術講演会

　　　①　令和 6 年 6 月 1 日（土）14：00 から

　　　　　日本医科大学医学会第 33 回公開「シンポジウム」

　　　　　（日本医師会生涯教育制度認定講演および大学院特別講義 B 認定講演）

　　　②　令和 6 年 9 月 7 日（土）9：30から

　　　　　第 92 回日本医科大学医学会総会・学術集会

　　　③　令和 7 年 3 月 1 日（土）13：30から

　　　　　令和 6 年度定年退職教授記念講演会・記念祝賀会

　　７）表彰

　　　　令和 6 年度医学会奨学賞（ 1 件）

　　　　令和 6 年度優秀論文賞（ 2 件）

　　　　令和 6 年度医学会総会・学術集会優秀演題賞（ 3 件）
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　　８）機関誌の発行

　　　①　英文誌：Journal of Nippon Medical School（略称：J Nippon Med Sch、通称：JNMS）

　　　　　年 6 回発行（各発行部数：約 2,100 部、年間掲載論文数 83 篇）

　　　　　Vol.91（ 2024）：No.2（April）、No.3（June）、No.4（August）、No.5（October）、

　　　　　　　　　　　　　No.6（December）

　　　　　Vol.92（ 2025）：No.1（February）

　　　②　和文誌：日本医科大学医学会雑誌（略称：日医大医会誌）

　　　　　　　　　年 4 回発行（各発行部数：約 2,200 部）

　　　　　第 20 巻（ 2024）：2 号（ 4 月）、3 号（ 8 月）、4 号（ 12 月）

　　　　　第 21 巻（ 2025）：1 号（ 2 月）

（２）自己評価

　　�　昨年度同様に、医学会活動全般にわたり、コロナ禍以前のような開催方法を踏まえて実施する

ことができた。各行事共に会場での講演等と同時に収録した動画は、医学会ホームページの会員

限定のページ（会員にのみ、ID とパスワードを付与）にて、期間限定でオンデマンド配信とした。

各関連の自己評価は、下記の通りである。

　　１）庶務関連

　　　�　例年課題となっている会員を増やし会費を増収し、安定した医学会運営につなげていく方法

の一つとして、新規入職者および講師以上に昇任した方を中心に入会の勧誘を行った。

　　　�　また、複数年にわたる会費滞納者については、所属長などからも働きかけていただき、会費

の納入と会員の継続につなげられた。

　　　�　令和 6 年度定年退職教授記念講演会・記念祝賀会は、7 名の教授を対象に行った。講演会終了

後、昨年同様に記念祝賀会を行った。祝宴に先立ち、祝賀行事として、祝辞、記念品の贈呈お

よび謝辞、花束贈呈を行い盛況裡に終わることができた。

　　２）学術関連

　　　�　第 33 回公開「シンポジウム」は、主題を「基礎科学と臨床医学の融合」とし、学内（物理学、

呼吸ケアクリニック、英語）の演者 3 名と学外から埼玉大学ダイバーシティ推進センター准教授、

自治医科大学医学部客員研究員の 2 名の演者を迎え、開催した。

　　　�　第 92 回医学会総会・学術集会は、「特別講演」に東京理科大学研究推進機構・生命医科学研

究所所長を迎え、総会および各講演等を会場にて実施した。「一般演題」発表は、各分野 1 演題

以上とし、学生の発表や医師以外からの発表も含め、計 141 題（前年度は 132 題）の発表があっ

た。昨年と同様に、医学会ホームページの会員限定のページ（会員にのみ、ID とパスワードを

付与）にて「デジタルポスター」または「プレゼンテーション動画」として期間限定（ 12 月

27 日まで）にて公開した。なお、昨年から始めた企画で、当日、会場にて、プレゼンテーショ

ン（質疑応答を含む）を実施した。今回は「一般演題」141 題の中から 28 演題を選抜し、学生

や若手研究者にも発表の機会およびプレゼンテーションの経験等も提供することができた。

　　　�　また、「一般演題」発表の中から選出する「優秀演題賞」には、３演題を選出した。そのうち
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2 演題は、医学部学生による演題であった。学生への授賞は、学生の励みになると共に研究心向

上の機会となり、医学教育にも貢献することができた。

　　３）会計関連

　　　　例年同様に令和 6 年度も顧問税理士のサポートにより、健全な運営を行った。

　　　　会費の徴収は、預金口座自動振替、給与天引、会費振込用紙送付等により実施した。

　　　�　例年同様に、会費納入率の向上を目指すため、会費の振込用紙を送る際に、「預金口座自動振替」

案内等を同封した。今年度は口座振替の利用者が 255 件（前年度 240 件）になり、徐々に効果

があらわれている。今後も引き続き「預金口座自動振替」の利便性を周知して、推奨を続けて

いく予定である。

　　４）編集関連

　　　�　令和６年４月からの役員会のもと、令和６年度・７年度 JNMS/ 日医大医会誌編集委員会を組

織し、和文誌「日本医科大学医学会雑誌（以下、日医大医会誌）」、英文誌「Journal of Nippon 

Medical School（以下、JNMS）」共に規定の巻号を発刊することができた。

　　　�　令和 6 年度の JNMS への新規投稿は、国内 88 篇（前年度 75 篇）、海外 77 篇（前年度 89 篇）

の合計 165 篇（前年度 164 篇）であった。再投稿を含め、令和 6 年度内に決定した採否は、

Accept81 篇（前年度 72 篇）、Reject85 篇（前年度 89 篇）、取り下げ 5 篇（前年度 14 編）の

合計 171 篇（前年度 175 篇）であった。

　　　　なお、令和 6 年度の採否決定におけるアクセプト率は 48.5%（前年度 44.7%）であった。

　　　�　令和 6 年 6 月に最新版のインパクトファクター（ 2023 年）が発表され、JNMS のインパク

トファクターは、1.2（＝ 209 ／ 176）（前年 1.0）であった。5 year インパクトファクターは、1.0

（前年 1.0）であった。2014 年のインパクトファクター付与当初から目標としていた「 1」以上

を初めて獲得した一昨年に引き続き、今回も「 1」以上を維持することができた。

　　　�　Review の掲載数は、2021 年および 2022 年で合計 20 篇（ 2020 年と 2021 年で合計 12 篇）

に維持しつつ、インパクトファクター向上につながるよう Review の掲載は、年初に集中させる

編集を続けている。学内の研究者に JNMS の掲載論文を引用するよう継続的に呼びかけている

ことも功を奏している。

　　　�　また、昨年同様に、JNMS の CC ライセンス（CC BY NC ND）付与下の論文〔第 87 巻第 2 号

（令和 2 年 4 月号）以降掲載〕を順次、医学会事務局が著者に代わり、日本医科大学機関リポジ

トリに登録申請している。

　　　�　日医大医会誌において、より多くの学術的成果を提供できる雑誌を目指して開始した、編集

委員をゲストエディターとする特集企画は、下記の通り掲載した。

　　　・第 20 巻第 2 号（令和 6 年 4 月号）　企画：二神編集委員

　　　　「膵疾患診療のトピックス～基礎から臨床まで～」7 篇

　　　・第 20 巻第 3 号（令和 6 年 8 月号）　企画：横堀編集委員

　　　　「国内・国際災害医療と日本医大：令和 6 年能登半島地震とガザ紛争対応報告」

　　　　20 篇〔第 21 巻第１号（令和７年２月号）同上企画　１篇〕
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　　　・第 20 巻第 4 号（令和 6 年 12 月号）　企画：岩部編集委員

　　　　「肥満症治療の最前線」8 篇

　　　・第 21 巻第 1 号（令和 7 年 2 月号）　企画：髙木編集委員

　　　　「内科学の新たな展開：救急・総合診療領域」5 篇

2．今後の課題
　医学会の役割および利点の一つとして、各行事の企画案を専門分野に偏らず、多種多分野にわたる

横断的な内容の企画を立てられるということがある。その観点から、本学の各専門分野の連携を援助し、

よりよい研究環境つくりにも貢献できるようにすることも課題の一つといえよう。

　全般的な課題として、引き続き医学会会員資格の利点を見出し、生かせる企画を立てることおよび

その利点の周知方法についても検討することである。会員資格の利点を増やすことで、新規入会およ

び会員継続につなげることができうる。

　なお、会費未納の会員への徴収方法についてもさらに検討し、会費納入率を上げることも課題である。

　医学会主催の各行事についての課題は、次年度以降もコロナ禍以前のような開催方法を踏まえて実

施すると共にコロナ禍での開催経験を生かし、よりよい開催方法を検討することである。さらに期間

限定でのオンデマンド配信の視聴者を増やすことも課題である。

　JNMSのインパクトファクター向上のための策についても引き続きの課題である。そのひとつとして、

各分野の研究室や医局に分野別の引用数の現状を周知し、学内の研究者に JNMS の掲載論文から積極

的に引用することと、幅広いテーマの引用されやすい論文を執筆してもらうことを継続的に働きかけ、

インパクトファクター向上につなげることである。

　また、機関誌における課題として、コストの削減および製作作業の軽減等をはかるため、まずは英

文誌のペーパーレス化の検討をはじめることにした。これによりどの程度のコスト削減ができるかの

試算と、これを機に、さらに魅力ある誌面の作成に結び付けられるかも課題となる。

3．まとめ
　今年度のように、医学会主催の 3 大行事、公開「シンポジウム」、「医学会総会・学術集会」、「定年

退職教授記念講演・記念祝賀会」の企画について、医学会ならではの視点・強みを生かし、多種多様

な専門分野の知見を融合させるような企画を立てられるのが医学会の良いところである。これを継続

することが重要である。さらに各行事の企画内容を改善して参加しやすい企画を立て、開催周知の情

報発信方法も工夫していくのが今後の課題である。

　また、今年度も JNMS のインパクトファクターを「 1」以上に継続できたので、今後も「 1」以上

を継続し、より向上させることが重要である。そのためには JNMS の論文を多く引用しやすいように、

Review の執筆依頼の継続と年初に発行する JNMS に Review を多く掲載するなどの工夫を続けていく

こととする。
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資料 1

4．参考資料
　「資料 1」日本医科大学医学会第 33 回公開「シンポジウム」ポスター

　「資料 2」第 92 回医学会総会・学術集会ポスター

　「資料 3」令和 6 年度定年退職教授記念講演会ポスター

開催日時 ： 令和6年6月1日（土）午後2時～午後5時頃
会　　場 ： 日本医科大学 教育棟2階  講堂
参 加 費 ： 無　料

「基礎科学と臨床医学の融合」
　　　       　総合司会　　　荒川　亮介・岩部　真人
   　　　　　 学術担当理事　小川　令・清家　正博・荒川　亮介・岩部　真人

開会挨拶　日本医科大学医学会会長　弦間　昭彦　　　　　　　　　 14:０0～14：０5　

主題

生物物理学からみた臨床医学：タンパク質ダイナミクスと細胞ダイナミクス

スクリーニング検査における受検者の思い　― 出生前検査と大腸がん検診の調査結果から ―
 埼玉大学　ダイバーシティ推進センター　准教授　菅野　摂子

 日本医科大学　物理学　教授　藤﨑　弘士

医学と人類学との対話から協働へ
 自治医科大学　医学部　客員研究員　浮ケ谷幸代

医学生に対する「悪い知らせを伝える」コミュニケーション技術研修
 日本医科大学　呼吸ケアクリニック　副所長／臨床腫瘍部門長　久保田　馨

Active Learning of English for Medical Students
 日本医科大学　英語　教授　カーク　スティーブン

＊すべての講演は、討論5分を含みます。（敬称略）

■主催 ： 日本医科大学医学会　
■共催：日本医科大学大学院
　　　　日本医科大学医師会
　　　　次世代のがんプロフェッ
　　　　ショナル養成プラン
■後援 ： 日本医科大学同窓会

14：05～14：35

14：35～15：05

15：05～15：35

15：50～16：20

16：20～16：50

日本医科大学医学会事務局

03-3822-2131（内線5111）
03-5814-6765

千代田線 千駄木駅
又は根津駅下車 徒歩10分

南北線 東大前駅下車 徒歩10分

33

＊オンデマンド配信も予定しております。

日本医科大学
大学院棟

日本医科大学
橘桜会館

本公開「シンポジウム」は、日本医科大学大学院特別講義Bに認定されております。
また、日本医師会生涯教育制度による講演会に認定されており、
受講者には「日本医師会生涯教育制度参加証」を交付します。

なお、オンデマンドによる受講はいずれも認定の対象になりませんので、ご注意ください。

地下鉄

交通のご案内

日本医科大学教育棟
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資料 2

                        

Ｗeb 公開期間（会員限定） ： 令和 6 年 9 月 7 日（土）～令和 6 年 12 月 27 日（金） 

一般演題 ： Ｗeb 開催 （デジタルポスターまたはプレゼンテーション動画 ： 140 演題） 

現地 開催 （9 月 7 日（土） 12：00～12：40  会場 ： 橘桜会館 3 階 SGL 室 

プレゼンテーション  ::  選抜 30 演題程度予定） 

講演・総会・授与式 ： 現地開催 （会場 ： 日本医科大学 済生学舎 1 号館（教育棟） 2 階 講堂） 

 午前： 令和5年度丸山記念研究助成講演 3 題   9：35～10：11 

 同窓会医学研究助成講演 3 題 10：15～10：51 

 海外留学者講演                     2 題 10：55～11：19 

午後： 総会・業務報告等 13：00～13：20 

   授与式（奨学賞・優秀論文賞・丸山記念研究助成金） 13：20～13：30 

 

特別講演              13：30 ～ 14：10 

病理デジタルトランスフォーメーションによる未来医療創造 

病理情報の品質管理の重要性    

                         東京理科大学研究推進機構・生命医科学研究所 所長  落合 淳志 
 

令和 5 年度優秀論文賞受賞記念講演   14：10 ～ 14：22 

Drug Resistance in Cancer Therapy and the Role of Epigenetics                      小児科学 浅野 健 

令和 6 年度奨学賞受賞記念講演       14：25 ～ 14：37 

  3D 超音波技術および VR 技術を用いた皮膚穿通枝の血行動態解析とビジュアライゼーションツールの開発 

                                     形成外科学 小野 真平 

新任寄附講座教授特別講演         14：40 ～ 14：52 

From the genesis to the present: The evolution of sublingual immunotherapy for cedar pollinosis 

花粉症学講座 後藤 穣 

新任特命教授特別講演               14：55 ～ 15：10 

  多層的分子・生体情報の解析に基づくがん治療、疾患予防の研究 

 先端医学研究所 分子生物学部門 村上 善則 

新任教授特別講演                   15：10 ～ 15：40 

1．医師国家試験の過去・現在・将来                             医学教育センター  北村 義浩 

2．ベーチェット病：病態と今後の展望                内科学（アレルギー膠原病内科学） 岳野 光洋 

新任大学院教授特別講演             15：40 ～ 16：40 

1．イメージングで解明する神経精神疾患の脳機能病態           感覚情報科学 加藤 大輔 

2．医療応用に向けた患者由来がんオルガノイドモデルの確立         代謝・栄養学 佐藤  卓 

3．知っていただきたい これからの総合診療科            総合医療・健康科学 髙木  元 

4．疾患に合わせた周術期管理方法の確立を目指して             疼痛制御麻酔科学 石川 真士 

                 （敬称略）  

授与式：令和６年度優秀演題賞（一般演題から３名以内決定）          16：40～ 

 当日の会場での講演は、どなたでもご覧いただけます。Web は医学会会員に ID･PW を配布します 

第第 9922 回回日日本本医医科科大大学学医医学学会会総総会会・・学学術術集集会会  

令和 6 年 9 月 7 日（土） 9:30～17:00 済生学舎 1 号館（教育棟）講堂 
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資料 3

 

 

 

 

 

     

         

 

 

 

日 時 ： 令和 7 年 3 月 1 日（土）  

午後 1 時 30 分～午後 5 時 20 分 （予定） 

場 所 ： 東京ガーデンパレス（2 階） 高千穂の間 

（文京区湯島 1-7-5 ／ JR 御茶ノ水駅 徒歩 5 分） 

共 催 ： 日本医科大学・日本医科大学医学会 

 

  

１１．． 難難治治性性鼻鼻副副鼻鼻腔腔炎炎のの病病態態解解明明とと治治療療  

耳耳鼻鼻咽咽喉喉科科学学  松松根根  彰彰志志  先先生生  

２２．．基基礎礎臨臨床床一一体体型型医医療療をを目目指指ししてて  ——病病理理とと歩歩んんだだ 4400 年年——  

泌泌尿尿器器科科学学  木木村村    剛剛    先先生生  

３３．．公公衆衆衛衛生生学学徒徒 4400 年年のの歩歩みみ  

衛衛生生学学公公衆衆衛衛生生学学分分野野  川川田田  智智之之  先先生生  

４４．．脳脳卒卒中中制制圧圧へへのの挑挑戦戦  

神神経経内内科科学学分分野野  木木村村  和和美美  先先生生  

５５．．3355 年年間間のの食食道道良良性性疾疾患患（（GGEERRDD、、食食道道運運動動異異常常症症））研研究究  

消消化化器器内内科科学学分分野野  岩岩切切  勝勝彦彦  先先生生  

６６．．膝膝関関節節外外科科医医ととししててのの 4400 年年：：BBiioommeecchhaanniiccss とと BBiioollooggyy のの融融合合  

整整形形外外科科学学分分野野  眞眞島島  任任史史  先先生生  

７７．．アアレレルルギギーー性性鼻鼻炎炎のの臨臨床床研研究究  ——ppaatthhoopphhyyssiioollooggyy  aanndd  iimmmmuunnoollooggyy——  

頭頭頸頸部部・・感感覚覚器器科科学学分分野野  大大久久保保  公公裕裕  先先生生  

  
  

——皆皆様様ののごご来来場場ををおお待待ちちししてておおりりまますす——  

  

日日本本医医科科大大学学医医学学会会ホホーームムペペーージジ：：hhttttppss::////wwwwww..nnmmss..aacc..jjpp//mmaa//  

            令令和和６６年年度度  

 定定年年退退職職教教授授記記念念講講演演会会  

   日日本本医医科科大大学学  



ⅩⅤ．SD（Staff Development）の取組について
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1．はじめに
　日本医科大学の教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図り、本学の職員（「職員」には、事務職

員のほか、教授等の教員や学長等の大学執行部、技術職員等も含まれる。）が必要な知識及び技能を習

得し、並びにその能力及び資質を向上させることを目的に全学的 SD と位置づけ全教職員参加型の研修

会として開催している。

　平成 21 年に日本獣医生命科学大学と本学の事務職課長職以上による大学事務連絡会（以下「連絡会」）

の発足を機に、平成 22 年 4 月に SD 委員会特別講演会を開催し、その後は各大学にて定期的に SD に

関する講演会、研修会が開催され、今日に至っている。

2．活動状況
　令和 6 年度は、教職員の戦略的思考力・企画立案能力の向上を目的とした SD 研修を実施した。受

講方法は、学内での集合形式（対面開催）を採用し、講師との双方向的な意見交換も取り入れた。

　研修内容は、不確実性の高い現代社会において大学組織を持続的に発展させるためのグランドデザイ

ン構想力、及びその実現に向けた戦略的・哲学的思考の涵養を目的とした。

 

　　第１回：グランドデザインのための戦略と哲学

　　講　師：下平　拓哉 先生　社会構想大学院大学 教授

　　日　時：令和 6 年 8 月 30 日（金）

　　場　所：日本医科大学済生学舎 1 号館（教育棟）　3 階　講義室 3

　　方　法：集合形式（対面開催）* 配信あり

　　対　象：全教職員

　【講演概要】

　　�　不確実性の高い社会と呼ばれる現代社会において、社会の実情を見定め、そのうえで社会のある

べき姿を構想し、実現できる人材がますます求められている。本講演では、まず社会や組織のグラ

ンドデザインとは何か、その描き方について解説するとともに、新たな社会的価値創出のためのア

イデアを生み出す戦略・哲学についても紹介した。

 

　【プログラム】

　　・ ０．自己紹介

　　・ １．グランドデザインとは何か？

　　・ ２．グランドデザインの描き方―アイデアの抽出―

　　・ ３．グランドデザインに必要な哲学

ＳＤ（Staff Development）の取組について
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　　・ ４．グランドデザインに必要な戦略

　　・ ５．戦略家になるためのヒント

　　・ ６．夢を語れ！

3．自己評価
　本研修では、防衛の最前線における 30 年以上の実務経験と国際的な学術研究をあわせ持つ下平先生

を招聘し、大学という組織のグランドデザインを描くうえで不可欠な「戦略」と「哲学」を学ぶ貴重

な機会を提供した。

　受講した教職員からは、VUCA 時代における組織運営の視座を得るとともに、日常業務を超えた中

長期的視点での企画・立案能力の必要性について認識を新たにしたとの反響が多く寄せられた。特に「グ

ランドデザインの描き方」や「戦略的思考のフレームワーク」に関するセッションでは、大学の将来

像の構想と現場での実践をつなぐ具体的なヒントを得ることができた。

 

4．今後の課題
　SD は、学長をはじめとする大学執行部、教授等の教員、技術職員を含め全学的に取り組むものであり、

大学教職員には必須の知識習得・能力向上の機会であることの認識は、これまでの活動によりかなり

浸透されてきている。

　今後は、今年度の研修で扱ったグランドデザイン・戦略立案といった「高次の思考力」に関するテー

マをさらに深化させるとともに、それらを日常業務・組織運営に還元するための実践的な研修（ワー

クショップ形式等）の導入も検討する必要がある。

　また、SD 研修の実施回数（年間）の増加を図るとともに、受講者が研修で得た知識・思考を教育や

運営管理の現場においてどのように活用・反映したかを継続的に検証する仕組みの整備が必要である。

これにより、研修の実効性を高め、真に資質・能力の向上が図られる体制を構築していく。

　さらに、令和 5 年度に引き続き女性・若手研究者の活躍促進に向けた視点も継続して組み込みつつ、

戦略的企画能力の育成・組織のグランドデザイン構想力の向上・ダイバーシティ推進の三本柱を軸に、

SD 研修計画を体系的に整備していくことが今後の重要な課題である。



参 　 考 　 資 　 料

資料 1　日本医科大学組織機構図

資料 2　日本医科大学自己点検委員会規則

資料 3　日本医科大学自己点検委員会運営細則
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大学院医学研究科
（大学院医学研究科長）

 生体制御再生医学  （１８分野）

大学院教授会  健康社会予防医学  （１３分野）

日 本 医 科 大 学 組 織 図
（令和6年4月1日現在）

各種委員会  機能形態解析医学  （１５分野）

日本医科大学
（学長）

基礎科学主任  基礎科学  （１７学科目）

医学部（医学部長）  基礎医学  （１３学科目）

 実験動物管理室

教務部委員会
（教務部長）

教務部
（教務部長）

数理・データサイエンス・AI教育センター

 磁気共鳴分析室

 臨床医学  （２８学科目）

医学部教授会
 形態解析研究室

 臨床系研究室
研究部

（研究部長）
共同研究施設

 分子解析研究室

学生部委員会
（学生部長）

 細胞解析室
学生部

（学生部長）
学生相談室

医学教育関連委員会
（医学部長）

 千葉北総病院研究室

 呼吸ケアクリニック

各種委員会

医学教育センター
（センター長）

 医学教育支援部門

研究部委員会
（研究部長）

 医学教育研究開発部門  IR室

 個別化教育推進部門

各病院（院長）

 武蔵小杉病院

 多摩永山病院

大学事務分室

事務局（事務局長）

 千葉北総病院

 ワクチン療法研究施設

アドミッションセンター
（センター長）

図書館（館長）

付置施設（所長）  先端医学研究所

 健診医療センター

 腎クリニック

 付属病院

 研究推進部  研究推進課

 庶務課

 教務課

 学事部

 大学院課

 武蔵境校舎事務室

日本医科大学組織図
（令和6年4月1日現在）

（資料 1）
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○日本医科大学自己点検委員会規則 

(平成 5年 4月 1日規則第 1号) 

改改正正     

    
 

(目的) 

第 1 条 この規則は、大学設置基準第 2条及び大学院設置基準第 1条の 2並び

に日本医科大学医学部学則第 2条及び日本医科大学大学院学則第 1条の 2に

基づき、(日本医科大学(以下「本学」という。)の教育研究水準の向上を図

り、本学の目的及び社会的使命を達成するため、教育研究活動等の状況につ

いて自ら点検及び評価を行うための組織等について定めることを目的とす

る。 

(組織) 

第 2 条 本学に、日本医科大学自己点検委員会(以下「委員会」という。)を設

置する。 

2 委員会に、カリキュラムの点検・評価を行う日本医科大学カリキュラム評

価委員会(以下「カリキュラム評価委員会」という。)を置く。 

3 カリキュラム評価委員会の運営については、別に定める。 

4 委員会は、別に定める各委員会等(以下「各委員会等」という。)に、自己

点検・評価に関する実務を委嘱することができる。 

(構成) 

第 3 条 委員会は、次の委員で構成する。 

(1) 大学院医学研究科長、医学部長、教務部長、研究部長及び学生部長 

(2) 武蔵境校舎代表及び先端医学研究所代表 

(3) 卒後研修委員会委員長、倫理委員会委員長、PR・情報委員会委員長 

(4) 図書館長 

(5) 学長が指名した委員若干名 

2 学長は、委員会に随時出席し、助言するものとする。 

(任期) 

第 4 条 前条第 1 項第 2号及び第 5号に定める委員の任期は、1 期 2年とし、

再任のときは、連続 2期 4年を超えないものとする。 

2 委員定数に欠員が生じた場合、新たに選任される委員の任期は、前任者の

残任期間とする。 

(委員長) 

第 5 条 委員会に委員長を置く。 

2 委員長は、医学部長とする。 

3 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

日本医科大学自己点検委員会規則 （資料 2）
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4 委員長に事故あるときは、その代理を学長が指名する。 

(委員会の開催) 

第 6 条 委員会は、必要に応じ、随時開催する。 

2 委員会は、委員総数の過半数の委員の出席を要するものとする。ただし、

委員が別に定める委任状を提出した場合、当該委員は出席したものとみな

す。 

(審議事項) 

第 7 条 委員会は、次の事項について審議する。 

(1) 自己点検・評価の実施方法に係る基本方針の策定に関すること 

(2) 自己点検・評価項目の設定に関すること 

(3) その他学長が必要と認めて諮問した事項 

(議決) 

第 8 条 委員会の議事は、出席委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは

委員長の決するところによる。 

2 前項の出席委員には、委任状提出委員は含まないものとする。 

(報告) 

第 9 条 委員長は、委員会において審議した事項及びその結果を医学部教授会

及び大学院教授会に報告する。ただし、医学部教授会に対して報告を行うこ

とをもって、大学院教授会に対する報告も同時に行ったものとみなすことが

できる。 

(報告書及び公表) 

第 10 条 各委員会等は、自己点検・評価を行った結果を毎年度、委員会に報

告し、委員会は、各委員会等の報告並びに大学の各分野及び各施設等におけ

る教育・研究業績をとりまとめて年次報告書を作成して学長の承認を得るも

のとする。 

2 学長は、前項により承認した年次報告書を学内及び学外に公表するものと

する。 

3 学長は、委員会が作成した年次報告書をもとに、本学全体の自己点検・評

価を行い、その結果を少なくとも 3年毎に報告書にまとめ、学内及び学外に

公表するものとする。 

(細則) 

第 11 条 委員会の運営を円滑に行うため、運営細則を別に定める。 

(担当部署) 

第 12 条 委員会の議事録作成及び運営に関する事務は、日本医科大学事務局

が担当する。 

(改廃) 
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第 13 条 この規則の改廃は、学長を経て、理事会の承認を必要とする。 

附 則 

この規則は、平成 5年 4月 1日から施行する。 

附 則 
 

この規則は、平成 6年 11 月 1 日から施行する。 

附 則 
 

この規則は、平成 15 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 
 

この規則は、平成 18 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 
 

この規則は、平成 19 年 3 月 1 日から施行する。 

附 則 
 

この規則は、平成 25 年 10 月 1 日から施行し、平成 25 年 4 月 1 日から適用

する。 

附 則 
 

この規則は、平成 26 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 
 

この規則は、平成 27 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 
 

この規則は、平成 30 年 4 月 1 日から施行する。 
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日本医科大学自己点検委員会運営細則 （資料 3）
○日本医科大学自己点検委員会運営細則 

(平成 5年 4月 1日細則第 1号) 

改改正正 
 

  

    

  
 

 

(目的) 

第 1 条 この運営細則は、日本医科大学自己点検委員会規則(以下「規則」と

いう。)第 11 条に基づき、委員会の運営に関する必要な事項を定めることを

目的とする。 

(点検・評価項目) 

第 2 条 自己点検・評価は次に掲げる項目について行う。 

(1) 大学の使命・目的及び教育目的に関すること 

(2) 学生の受け入れに関すること 

(3) 教育課程及び教授方法に関すること 

(4) 学修及び授業の支援に関すること 

(5) 単位認定、卒業・修了認定等に関すること 

(6) キャリアガイダンスに関すること 

(7) 学生サービスに関すること 

(8) 教員の配置・職能開発等に関すること 

(9) 教育環境に関すること 

(10) 経営の規律に関すること 

(11) 理事会の機能に関すること 

(12) 大学の意思決定と学長のリーダーシップに関すること 

(13) コミュニケーションとガバナンスに関すること 

(14) 管理運営に関すること 

(15) 財務に関すること 

(16) 大学の各種委員会等に関すること 

(17) 大学の各分野及び各施設等における教育・研究業績に関すること 

(18) その他委員会が必要と認めた事項 

(各委員会等) 

第 3 条 規則第 2 条第 4項に定める各委員会等は、次のとおりとする。 

(1) 大学院委員会 

(2) 卒後研修委員会 

(3) 教務部委員会 

(4) 研究部委員会 

(5) 学生部委員会 
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(6) 入学試験委員会 

(7) 入試に関する検討委員会 

(8) 教員選考委員会 

(9) 任期教員評価委員会 

(10) 倫理委員会 

(11) PR・情報委員会 

(12) 先端医学研究所運営会議 

(13) その他前条各号の点検・評価項目に関する業務を行う委員会等 

(点検・評価作業) 

第 4 条 各委員会等は、委員会の委嘱に基づき第 2条に定める項目のうち、そ

れぞれに関連する項目について自己点検・評価の作業を行うものとする。 

(報告) 

第 5 条 規則第 10 条に定める各委員会等における自己点検・評価の結果は、

別に定める様式により報告するものとする。 

(改廃) 

第 6 条 この細則の改廃は、大学院教授会の審議を経て、学長の決裁を必要と

する。 

附 則 

この細則は、平成 5年 4月 1日から施行する。 

附 則 
 

この細則は、平成 18 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 
 

この細則は、平成 24 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 
 

この細則は、平成 25 年 8 月 1 日から施行し、平成 25 年 4 月 1 日から適用す

る。 

附 則 
 

この細則は、平成 27 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 
 

この細則は、平成 30 年 4 月 1 日から施行する。 
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